
金
融
分
野
の
健
全
な
Ａ
Ｉ
利
活
用
の

推
進
に
向
け
た
官
民
連
携
の
方
向
性

オ
ー
プ
ン
な
議
論
が
期
待
さ
れ
る「
金
融
庁
Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

金
融
庁　
総
合
政
策
局

国
際
室　
国
際
企
画
調
整
官

（
前
リ
ス
ク
分
析
総
括
課
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
長
）

牛
田
遼
介

変
化
に
対
応
し

更
新
し
て
い
く
Ｄ
Ｐ

　

金
融
庁
は
、
２
０
２
４
年
10
〜
11

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
任
意
回
答
）
や
金
融
機
関
・
ベ
ン

ダ
ー
・
有
識
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

国
際
的
な
議
論
の
進
展
等
を
踏
ま
え

て
Ｄ
Ｐ
を
作
成
し
た
。
金
融
機
関
等

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や

課
題
認
識
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
向

け
た
事
例
な
ど
を
整
理
し
、
今
後
の

対
話
に
向
け
た
初
期
的
な
論
点
お
よ

び
金
融
庁
と
し
て
の
今
後
の
対
応
方

針
を
提
示
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
合
計
で
１

３
０
も
の
事
業
者
か
ら
回
答
を
受
領

し
た
ほ
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て

も
多
く
の
方
か
ら
意
見
が
集
ま
っ
た
。

「
自
社
の
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考

と
す
る
た
め
具
体
的
事
例
を
多
く
盛

り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
声
も
受
け

て
、
Ｄ
Ｐ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
リ
ス

ク
低
減
に
向
け
た
取
組
事
例
に
つ
い

て
は
、
極
力
、
具
体
的
な
記
載
を
心

掛
け
た
。

　

一
方
で
、
Ｄ
Ｐ
の
記
載
内
容
に
つ

い
て
は
、
有
識
者
会
議
等
の
オ
ー
プ

ン
な
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
も
の

で
は
な
い
。
Ｄ
Ｐ
を
公
表
し
た
狙
い

は
、
金
融
庁
と
し
て
の
分
析
結
果
や

対
応
方
針
を
提
示
し
、
幅
広
く
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　

公
表
以
降
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
集
ま
っ
て
い
る
。

金
融
庁
と
し
て
は
今
後
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

な
議
論
を
通
じ
て
、
Ｄ
Ｐ
の
更
新
を

含
め
た
政
策
対
応
や
、
金
融
セ
ク
タ

ー
全
体
の
Ａ
Ｉ
活
用
の
底
上
げ
を
行

金
融
庁
は
今
年
３
月
に
公
表
し
た
「
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー

（
第
１
・
０
版
）」（
Ｄ
Ｐ
）
で
、
金
融
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
健
全
な
利
活
用
に
向
け
た
初
期
的
な
論
点
整
理
を
行
っ
た
。
今
後
は
６

月
に
立
ち
上
が
っ
た
「
金
融
庁
Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
心
に
、
規

制
の
適
用
関
係
の
明
確
化
な
ど
の
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
く
。
本
稿
で
は
Ｄ
Ｐ
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
設

立
の
目
的
や
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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ＡＩ活用に向けた官民連携

っ
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
か
ら

半
年
以
上
が
経
過
し

た
が
、
こ
の
間
に
お

い
て
も
技
術
革
新
の

速
度
は
す
さ
ま
じ
い
。

具
体
的
に
は
、
各
社

が
提
供
す
る
生
成
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
や
、
デ
ィ
ー

プ
シ
ー
ク
Ｒ
１
（
注

１
）
な
ど
新
た
な
モ

デ
ル
の
登
場
、
Ａ
Ｉ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
進

展
な
ど
の
動
き
が
あ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

Ａ
Ｉ
の
精
度
向
上
や

推
論
機
能
の
強
化
、

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
化

（
注
２
）、
低
コ
ス
ト

化
等
に
向
け
た
取
り

組
み
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

　

国
内
外
で
の
制
度

対
応
も
進
む
（
図
表

１
）。
国
内
で
は
今

年
５
月
に
「
人
工
知

能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
Ａ
Ｉ

法
）
が
可
決
・
成
立
し
た
。

　

国
際
的
な
金
融
規
制
の
議
論
も
進

展
し
て
き
た
。
昨
年
11
月
に
金
融
安

定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
が
、
Ａ
Ｉ
の

金
融
安
定
上
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
。
今
年

３
月
に
は
、
証
券
監
督
者
国
際
機
構

（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
投
資
家
保
護
お

よ
び
市
場
の
公
正
性
の
観
点
か
ら
、

Ａ
Ｉ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
リ
ス
ク
・

課
題
、
潜
在
的
な
政
策
対
応
を
検
討

す
る
上
で
の
論
点
を
ま
と
め
た
報
告

書
を
公
表
し
た
。
筆
者
自
身
も
Ｆ
Ｓ

Ｂ
や
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
等
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
関
連
の
会
合

に
参
加
し
て
い
る
が
、
各
国
当
局
の

Ａ
Ｉ
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
潜
在

的
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
中
心
に
検
討

が
今
後
も
深
め
ら
れ
て
い
く
見
通
し

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｄ
Ｐ
を

〝
リ
ビ
ン
グ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〞
と
し

て
位
置
付
け
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
に
は
、
技
術
の
進
展
や

金
融
分
野
に
お
け
る
市
場
動
向
、
政

府
全
体
の
取
組
方
針
、
国
際
的
な
金

融
規
制
の
議
論
の
動
向
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｄ
Ｐ

に
お
い
て
も
言
及
し
て
い
た
官
民
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
勉
強
会
と

し
て
「
金
融
庁
Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

透
明
性
の
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

多
彩
な
意
見
を
集
積

　

議
論
の
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
Ｄ

Ｐ
の
更
新
等
の
政
策
対
応
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
論

は
基
本
的
に
は
公
開
で
実
施
さ
れ
る
。

毎
回
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
誰
で
も
視

聴
可
能
な
か
た
ち
で
の
開
催
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
論
点
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
ト
ピ
ッ
ク
に
応
じ
て

異
な
る
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
い
わ
ゆ
る
有
識
者

会
議
の
よ
う
に
固
定
的
な
メ
ン
バ
ー

で
毎
回
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
各

回
の
議
題
に
応
じ
て
柔
軟
に
討
議
者

や
議
論
方
法
（
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
、

パ
ネ
ル
、
プ
レ
ゼ
ン
等
）
を
設
定
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
団
体
等
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

金
融
機
関
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
開
発
者
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
供
者
、
学
識
経
験
者
、
海
外
当

局
者
な
ど
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

〔図表１〕 国内におけるＡＩ関連の官民の主な取り組み

（出所）　 筆者作成（図表２も同じ）。

民
間

政
府
等

2019年３月
「人間中心のＡＩ社会原則」
内閣府

24年10月
金融システムレポート別冊 

「金融機関における生成ＡＩ
の利用状況とリスク管理」
日本銀行

25年２月
「ＡＩ戦略会議・ＡＩ制度

研究会中間とりまとめ」
内閣府

25年３月
 「ＡＩディスカッションペーパー」策定
金融庁

25年５月
「人工知能関連技術の研究開発及び
活用の推進に関する法律」可決・成立
内閣府 25年６月

 「金融庁 ＡＩ官民フォ
ーラム」
金融庁

25年３月
「金融機関等コンピュータシステムの
安全対策基準・解説書」（第13版）
金融情報システムセンター（ＦＩＳＣ）

24年５月・８月
「金融生成ＡＩ実務ハンドブック」
「金融生成ＡＩガイドライン」
金融データ活用推進協会（ＦＤＵＡ）

24年４月
「ＡＩ事業者ガイドライン

第1.0版」 
総務省・経済産業省

※25年３月
1.1版公表
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ダ
ー
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

議
論
の
ス
コ
ー
プ
と

し
て
は
、
金
融
機
関

等
に
お
い
て
急
速
に

導
入
が
進
展
し
て
い

る
大
規
模
言
語
モ
デ

ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）・
生

成
Ａ
Ｉ
に
主
眼
を
置

く
。
た
だ
、
従
来
型

Ａ
Ｉ
も
含
め
て
、
実

務
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン

ス
上
の
主
要
な
課
題

を
議
論
し
、
取
組
事

例
の
共
有
や
法
令
上

の
課
題
の
明
確
化
等

を
目
指
す
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
と
な

る
６
月
18
日
の
初
回

会
合
で
は
、
総
論
的

に
業
界
団
体
等
か
ら

幅
広
く
各
業
態
の
取

組
事
例
や
課
題
認
識
、

金
融
庁
お
よ
び
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
へ
の
要
望

等
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
そ
し
て
第
１
回

の
議
論
も
踏
ま
え
、
第
２
回
以
降
で

深
掘
り
す
べ
き
論
点
を
特
定
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
の

議
論
を
通
じ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
や

議
論
の
深
掘
り
を
行
っ
て
い
く
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
、

第
２
回
以
降
で
取
り
上
げ
る
論
点
に

つ
い
て
予
断
を
持
っ
て
本
稿
で
示
す

の
は
適
当
で
は
な
い
。
た
だ
、
Ｄ
Ｐ

で
提
示
し
た
論
点
や
、
第
１
回
の
事

務
局
資
料
と
し
て
提
示
し
た
論
点
の

マ
ッ
ピ
ン
グ
（
図
表
２
）
が
、
今
後

の
議
論
の
た
た
き
台
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

事
務
局
で
は
知
見
の
及
ば
な
い
面

も
多
々
あ
る
た
め
、
こ
の
マ
ッ
ピ
ン

グ
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
か
ら
の
イ

ン
プ
ッ
ト
を
加
味
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
来
年
３
月
を
メ
ド
に
Ｄ

Ｐ
の
更
新
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
の
更
新
に
と
ど
ま
ら
ず
、

規
制
の
適
用
関
係
の
明
確
化
等
の
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
見
直

し
も
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
不
定
期

で
の
開
催
と
な
る
（
当
面
は
、
年
末

ま
で
に
月
１
回
程
度
で
の
開
催
を
想

定
し
て
い
る
）。

〔図表２〕 金融庁ＡＩ官民フォーラム第２回以降の議論に向けた論点のマッピング（たたき台）

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

社内利用（業務の効率化／抜本的変革） 対顧客サービスへの利用

・ 業態横断的：文書要約・翻訳・ドラフト、情報検索、システム開発（コーディング・レビュー等）、マー
ケティング、コンプラ対応等

・ 業態固有：預取（与信審査等）、保険（引受審査、査定、保険販売等）、証券（金融商品販売等）、資産運用（ト
レーディング等）、監査（リスク評価、異常検知等）→業態に応じた規律の適用関係（例：ＡＩチャット
ボット利用時の保険募集該当性）

デ
ー
タ

社内データ等を利用せず 
学習済モデルを汎用的に利用

◆データ利活用に係る論点
　・ ビジネス上の論点：社内データ整備、社外データ活用、基盤モデル
のカスタマイズ等

　・ 規制上の論点：個人情報保護、外部委託先管理等

モ
デ
ル

◆ＡＩモデルの適切な開発・導入・運用とモデル・リスク管理

一部の社内利用に
おいては影響軽微

◆説明可能性・公平性・ハルシネーション等への対応
　・ 業態・ユースケース等を踏まえたリスクベースでの対応
　・ 特定のモデルへの過度の依存等に起因するリスクの特定および対応（金融排除
等）

　・ リスク低減に向けた具体的な取り組み（例：ガバナンスツールやRAGの活用）

態
勢
構
築

◆経営陣の適切な理解と主体的な関与（例：経営戦略、投資判断）
◆社内規定の整備
◆専門人材の確保・育成、社内教育
◆外部組織との連携・サードパーティーリスク管理
◆ＡＩの悪用への対応（例：フィッシング等の金融犯罪、サイバー攻撃）

国
際
的
論
点

◆投資家保護・市場の公正性に関する論点（IOSCO等）

◆金融安定上の論点（FSB等）
　少数のサードパーティーへの依存、市場連関性の増大、サイバーセキュリティー、モデルリスク管理

（注） 　本マッピングはたたき台であり、本フォーラムにおける議論を踏まえて更新予定。また、上記は主にＬＬＭ／生成ＡＩ
を念頭に置いたものだが、従来型ＡＩも本フォーラムにおける議論の対象とする予定。
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ＡＩ活用に向けた官民連携

非
競
争
領
域
と
し
て 

取
組
事
例
を
共
有
す
る
場
へ

　

Ｄ
Ｐ
公
表
後
に
お
け
る
小
規
模
金

融
機
関
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

一
つ
と
し
て
「
資
金
的
に
も
人
材
的

に
も
リ
ソ
ー
ス
に
限
界
が
あ
り
、
Ａ

Ｉ
活
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
て
も

難
し
い
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｐ
や
図

表
２
で
も
提
示
し
た
よ
う
に
、
デ
ー

タ
整
備
や
投
資
対
効
果
の
測
定
が
困

難
な
中
で
の
意
思
決
定
、
専
門
人
材

の
確
保
、
社
内
教
育
と
い
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
面
で
の
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
に

加
え
、
各
業
態
に
お
け
る
法
令
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
順
守
に
係
る
検
討

や
内
部
規
定
の
策
定
、
適
切
な
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
導
入
な
ど
、
法
令
面
で

検
討
が
求
め
ら
れ
る
事
項
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
自
社
デ
ー
タ
等
を
活
用
し

て
モ
デ
ル
開
発
か
ら
行
う
必
要
が
あ

る
多
く
の
従
来
型
Ａ
Ｉ
と
比
較
す
る

と
、
学
習
済
み
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入

は
容
易
な
面
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
も
、
文
書
の
要
約
や
翻
訳
と

い
っ
た
汎
用
的
な
社
内
利
用
の
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
導
入
し
て
い
る
金
融
機

関
は
、
回
答
先
の
８
割
近
く
に
達
し

て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
型
Ａ
Ｉ
に
お

け
る
す
べ
て
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
導

入
率
を
上
回
っ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
関
連

の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
を
導
入
す
る
先
も
多
い
。

　

他
方
で
、
こ
れ
ら
の
比
較
的
シ
ン

プ
ル
な
導
入
事
例
に
お
い
て
も
相
応

の
対
応
は
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

①
入
力
し
た
デ
ー
タ
が
再
学
習
に
使

わ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
外
部
ベ
ン

ダ
ー
と
適
切
な
契
約
書
や
覚
書
を
取

り
交
わ
し
て
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
範

囲
等
に
つ
い
て
明
文
化
す
る
、
②
個

人
情
報
の
入
力
を
禁
止
す
る
な
ど
一

定
の
ル
ー
ル
を
設
け
た
上
で
事
務
連

絡
等
を
通
じ
て
社
内
に
周
知
徹
底
す

る
、
③
事
故
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発

生
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
ト
レ
ー

ス
で
き
る
よ
う
ロ
グ
管
理
を
行
う

│
│
と
い
っ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る

金
融
機
関
が
あ
る
。
各
事
業
者
に
は

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
特
定
し
た
リ
ス
ク

に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。

　

よ
り
発
展
的
な
活
用
形
態
と
し
て
、

社
内
外
の
デ
ー
タ
も
活
用
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
支
援
や
営
業
職
員

支
援
な
ど
、
よ
り
顧
客
に
近
い
領
域

で
Ａ
Ｉ
活
用
を
行
う
動
き
も
見
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
は
、
説
明
可
能
性
の

担
保
や
バ
イ
ア
ス
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ

ョ
ン
（
誤
情
報
の
生
成
）
へ
の
対
応

等
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ

り
高
度
な
知
見
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　

そ
こ
で
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い

て
は
、
非
競
争
領
域
を
中
心
に
、
各

参
加
者
の
知
見
や
具
体
的
な
取
組
事

例
を
共
有
す
る
場
と
し
て
も
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
各
社
が
直
面
し
て
い
る
課
題
感

を
共
有
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
課
題
の

克
服
に
向
け
た
取
組
事
例
を
他
の
参

加
者
が
共
有
す
る
と
い
っ
た
や
り
と

り
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、

小
規
模
金
融
機
関
を
含
め
た
金
融
機

関
が
よ
り
前
向
き
に
Ａ
Ｉ
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

民
間
に
お
い
て
も
、
業
態
横
断
的

な
Ａ
Ｉ
活
用
の
取
り
組
み
が
進
展
し

て
い
る
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て

は
、
金
融
庁
も
主
催
者
と
い
う
よ
り

は
規
制
当
局
者
と
い
う
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
一
員
と
し
て
、
議
論
に
参

画
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　

技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
動
向
の
変
化
が

著
し
い
中
で
、
官
民
の
連
携
に
よ
る

政
策
形
成
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ぜ
ひ
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
著
者

の
個
人
的
見
解
で
あ
る
）

（
注
）１　

中
国
の
デ
ィ
ー
プ
シ
ー
ク
社
が

開
発
し
た
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
。
高

い
能
力
を
持
つ
上
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
で
提
供
さ
れ
る
。

２　

テ
キ
ス
ト
と
画
像
な
ど
、
二
つ

以
上
の
異
な
る
デ
ー
タ
の
種
類
か
ら

情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ

て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
。

う
し
だ
　
り
ょ
う
す
け

東
京
大
学
工
学
部
卒
、
ロ
ン
ド
ン
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
金
融
学
修
士
。
10

年
金
融
庁
入
庁
。
19
〜
21
年
米
ジ
ョ

ー
ジ
タ
ウ
ン
大
に
お
い
て
分
散
型
金

融
に
関
す
る
研
究
に
従
事
。
21
年
金

融
庁
総
合
政
策
局
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
室

総
合
政
策
調
整
官
、
22
年
か
ら
リ
ス

ク
分
析
総
括
課
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
室
長
。
チ
ー
フ
・
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
兼
務
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

暗
号
資
産
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
共

同
議
長
と
し
て
暗
号
資
産
Ａ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｆ
Ｔ
関
連
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
メ

ー
キ
ン
グ
に
従
事
。
25
年
７
月
か
ら

現
職
。
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